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【手続補正書】
【提出日】平成31年3月14日(2019.3.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ジスルホン酸又はその塩を含むヘムタンパク質の保存液。
【請求項２】
　前記ジスルホン酸又はその塩が、鎖式の炭化水素基又は環式の炭化水素基の少なくとも
１つを有するジスルホン酸又はその塩であって、
　前記鎖式の炭化水素基が分岐状もしくは直鎖状の炭化水素基であり、かつ分岐状の前記
鎖式の炭化水素基の主鎖もしくは直鎖状の前記鎖式の炭化水素基の炭素数が１乃至１０の
いずれかであるジスルホン酸又はその塩、
　前記環式の炭化水素基がシクロアルキレン基もしくはアリール基であり、かつ前記環式
の炭化水素基の炭素数が３乃至１０のいずれかであるジスルホン酸又はその塩、並びに、
　前記シクロアルキレン基もしくは前記アリール基が１個以上の置換された窒素原子を有
するジスルホン酸又はその塩からなる群より選択される少なくとも１種である請求項１に
記載のヘムタンパク質の保存液。
【請求項３】
　前記ジスルホン酸が、鎖式又は環式の炭化水素基と、２つのスルホン基のみとからなる
請求項１又は２に記載のヘムタンパク質の保存液。
【請求項４】
　前記ジスルホン酸又はその塩が、メタンジスルホン酸、エタンジスルホン酸、プロパン
ジスルホン酸、ブタンジスルホン酸、ナフタレンジスルホン酸又はその塩からなる群より
選択される少なくとも１種である請求項１乃至３のいずれか１項に記載のヘムタンパク質
の保存液。
【請求項５】
　ジスルホン酸又はその塩をヘムタンパク質の安定化成分として含むヘムタンパク質の保
存液。
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【請求項６】
　前記ジスルホン酸又はその塩が、メタンジスルホン酸、エタンジスルホン酸、プロパン
ジスルホン酸、ブタンジスルホン酸、ナフタレンジスルホン酸、ピペラジン－Ｎ，Ｎ’－
ビス（２－エタンスルホン酸）又はその塩からなる群より選択される少なくとも１種であ
る請求項５に記載のヘムタンパク質の保存液。
【請求項７】
　前記ジスルホン酸又はその塩の濃度が０．００１ｍｏｌ／Ｌ以上０．３ｍｏｌ／Ｌ以下
である請求項１乃至６のいずれか１項に記載のヘムタンパク質の保存液。
【請求項８】
　Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）ピペラジン－Ｎ’－エタンスルホン酸をさらに含む請求
項１乃至７のいずれか１項に記載のヘムタンパク質の保存液。
【請求項９】
　標準試料又はコントロール試料として用いられる、ヘムタンパク質をさらに含む請求項
１乃至８のいずれか１項に記載のヘムタンパク質の保存液。
【請求項１０】
　免疫学的測定に用いられる請求項１乃至９のいずれか１項に記載のヘムタンパク質の保
存液。
【請求項１１】
　ヘムタンパク質がヘモグロビン、ミオグロビン、ペルオキシダーゼ、及びカタラーゼか
らなる群より選択される少なくとも一種である請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の
ヘムタンパク質の保存液。
【請求項１２】
　ヘムタンパク質を含む試料中に、ジスルホン酸又はその塩を共存させるヘムタンパク質
の安定化方法。
【請求項１３】
　前記ジスルホン酸又はその塩の濃度が０．００１ｍｏｌ／Ｌ以上０．３ｍｏｌ／Ｌ以下
である請求項１２に記載のヘムタンパク質の安定化方法。
【請求項１４】
　ヘムタンパク質と抗ヘムタンパク質抗体とをジスルホン酸又はその塩の存在下で接触さ
せる工程を含む、ヘムタンパク質の免疫学的測定方法。
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摘要(译)

本发明的目的是提供一种新的针对血红素蛋白的防腐剂溶液，其对血红
素蛋白的变性或降解有效，以及稳定血红素蛋白的方法，具体地讲，其
包含二磺酸或其盐。 本发明涉及血红素蛋白的储存溶液和稳定血红素蛋
白的方法，其中使二磺酸或其盐共存于含有血红素蛋白的样品中。
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